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第 48 号
第
一
に
、
文
化
協
会
報
「
せ
せ
ら
ぎ
」

は
例
年
の
全
戸
配
布
を
止
め
文
化
協
会
員

と
そ
の
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
に
配
布
す

る
事
に
し
ま
す
。
協
会
員
以
外
の
方
に

は
、
各
公
民
館
等
の
公
共
の
窓
口
に
置
か

せ
て
い
た
だ
き
、
文
化
活
動
に
興
味
を
持

っ
た
人
の
入
会
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

考
え
ま
す
。

第
二
に
、
文
化
協
会
員
も
高
齢
化
に
な

り
存
続
で
き
な
い
グ
ル
ー
プ
や
少
人
数
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
出
て
ま
い

り
ま
し
た
。
活
動
に
支
障
の
な
い
範
囲
で

数
組
の
グ
ル
ー
プ
を
統
合
し
、
新
し
い
グ

ル
ー
プ
と
し
て
活
動
が
続
く
よ
う
に
編
成

し
ま
す
。

第
三
と
し
て
、
総
合
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
年
二
回
、
文
化
会
館
を
会
場
と
し

て
行
い
ま
す
。
開
催
期
間
は
一
週
間
程
度

で
、
ホ
ー
ル
、
ロ
ビ
ー
、
展
示
室
を
使
い

複
合
的
に
作
品
紹
介
や
発
表
を
行
な
っ
て

い
き
ま
す
。
数
回
の
試
行
で
開
催
時
期
を

固
定
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
年
二
回
の

季
節
を
う
ま
く
取
り
込
ん
で
、
平
面
の
展

示
か
ら
立
体
的
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

発
表
を
目
指
し
て
進
め
て
い
く
計
画
で

す
。
各
グ
ル
ー
プ
の
ご
理
解
と
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
会
員
減
少
が
進
ん
で
い
る

中
、
若
い
パ
ワ
ー
で
新
し
い
会
員
を
取
り

込
ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
す
。
グ

ル
ー
プ
が
増
え
て
き
ま
す
と
、
会
場
の
予

約
も
一
苦
労
で
す
。
み
ん
な
が
公
平
に
会

場
を
気
持
ち
よ
く
使
え
る
よ
う
に
使
用
マ

ナ
ー
を
守
っ
た
文
化
活
動
を
お
願
い
致
し

ま
す
。
若
者
層
か
ら
の
活
動
や
展
示
発
表

の
前
向
き
な
ご
意
見
も
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
東
御

市
の
文
化
・
芸
術
の
発
展
や
継
続
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
も
少
し
収
ま

り
、
普
段
の
芸
術
発
表
、
鑑
賞
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
４
月

日
に
は
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル
に

て
令
和
６
年
度
の
総
会
が
、
ム
ー
ミ
ン
の
素
晴
ら
し

い
女
声
合
唱
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
後
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
議
案
の
中
で
特
別
会
計
の

周
年
記
念
式

典
事
業
費
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、
記
念
事
業
と

し
て
は
令
和
５
年

月
３
日
に
、
文
化
会
館
企
画
の

第
一
〇
〇
回
記
念
サ
ン
テ
ラ
ス
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

に
共
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
若
手
演
奏
家
が
ホ
ー
ル

で
演
奏
で
き
る
文
化
支
援
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

記
念
式
典
は
実
施
せ
ず
に
予
算
は

周
年
事
業
に
持

ち
越
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
役
員
で
は
、
６

年
以
上
ご
苦
労
さ
れ
た
副
会
長
、
会
計
の
交
代
が
あ

り
ま
し
た
。

本
年
度
か
ら
文
化
活
動
で
大
き
く
変
わ
っ
た
三
点
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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３
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催
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催
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踊
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催
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令
和

６
年

５
月

日
（

日
）

に
第

３
回

マ
ン

ド
リ

ー
ノ

青
い

く
る

み
定

期
演

奏
会

が
、

東
御

市
文

化
会

館
サ

ン
テ

ラ
ス

ホ
ー

ル
に

て
開

催
さ

れ
ま

し
た

。
「

ブ
ー

！
」

開
演

の
ブ

ザ
ー

の
音

、
メ

ン
バ

ー
全

員
が

緊
張

し
気

合
が

入
る

。
お

客
様

に
マ

ン
ド

リ
ン

の
美

し
い

音
色

を
お

届
け

す
る

瞬
間

。
「

青
い

く
る

み
」

は
、

６
名

で
活

動
を

ス
タ

ー
ト

し
ま

し
た

。
活

動
を

続
け

て
い

く
う

ち
に

、
優

秀
な

メ
ン

バ
ー

が
次

々
と

加
入

し
、

一
人

の
脱

落
者

も
な

く
、

令
和

６
年

に
名

が
所

属
す

る
グ

ル
ー

プ
と

な
り

ま
し

た
。

メ
ン

バ
ー

全
員

が
マ

ン
ド

リ
ン

の
音

色
が

大
好

き
で

、
一

生
懸

命
練

習
し

て
い

ま
す

。
定

期
演

奏
会

が
近

づ
く

と
、

あ
ち

ら
こ

ち
ら

の
指

に
テ

ー
ピ

ン
グ

を
し

、
腕

に
は

サ
ポ

ー
タ

ー
を

は
め

、
一

切
の

弱
音

を
吐

か
ず

痛
さ

と
も

戦
い

な
が

ら
練

習
を

し
て

い
ま

す
。

楽
曲

を
提

供
し

て
く

だ
さ

る
先

生
や

多
く

の
人

に
支

え
ら

れ
て

い
る

こ
と

に
メ

ン
バ

ー
全

員
が

感
謝

の
気

持
ち

で
い

っ
ぱ

い
で

す
。

こ
の

素
晴

ら
し

い
仲

間
と

共
に

、
マ

ン
ド

リ
ン

の
美

し
い

音
色

に
さ

ら
に

磨
き

を
か

け
て

行
き

ま
す

。
                    

音
楽

部
会

依
田

（
マ

ン
ド

リ
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ノ
 青

い
く

る
み
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令
和

５
年

月
日

（
土

）
に

第
回

ジ
ャ

ズ
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
定

期
演

奏
会

が
、

東
御

市
文

化
会

館
サ

ン
テ

ラ
ス

ホ
ー

ル
に

て
開

催
さ

れ
ま

し
た

。
結

成
年

。
東

御
市

を
拠

点
に

活
動

を
広

げ
る

ア
マ

チ
ュ

ア
ビ

ッ
グ

バ
ン

ド
。

「
Ｔ

Ｎ
Ｓ

」
と

は
「

」
の

略
で

、
長

野
県

の
東

部
・

東
信

・
東

御
市

等
を

意
味

し
て

い
ま

す
。

ス
イ

ン
グ

ジ
ャ

ズ
を

こ
よ

な
く

愛
す

る
団

員
が

集
ま

り
、

時
に

激
し

く
、

時
に

情
感

あ
ふ

れ
る

演
奏

を
ス

リ
リ

ン
グ

に
展

開
し

ま
す

。
各

種
イ

ベ
ン

ト
で

の
演

奏
、

バ
ン

ド
主

催
の

定
期

演
奏

会
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な
ど

、
半

世
紀

に
わ

た
る

バ
ン

ド
活

動
は

広
く

地
域

の
方

に
も

受
け

入
れ

ら
れ

、
過

去
（

２
０

０
６

年
）

に
は

「
社

会
福

祉
功

労
賞

（
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
）

」
を

長
野

県
よ

り
受

賞
し

て
い

ま
す

。
コ

ロ
ナ

禍
で

は
、

全
体

練
習

の
中

止
な

ど
活

動
を

縮
小

せ
ざ

る
を

得
な

い
時

期
は

あ
り

ま
し

た
が

、
２

０
２

３
年

第
回

定
期

演
奏

会
で

は
、

生
音

で
の

ホ
ー

ル
演

奏
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

、
多

く
の

お
客

様
か

ら
好

評
を

得
ま

し
た

。
「

楽
し

い
ジ

ャ
ズ

を
楽

し
く

ジ
ャ

ズ
を

」
を

合
言

葉
に

新
し

い
こ

と
へ

の
挑

戦
も

尽
き

ま
せ

ん
。

ビ
ッ

グ
バ

ン
ド

で
レ

ッ
ツ

ス
イ

ン
グ

！
さ

ら
な

る
進

化
を

目
指

し
活

動
を

続
け

て
い

ま
す

。
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塚
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Ｎ
Ｓ
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令
和

６
年

３
月

日
（

日
）

に
第

回
舞

踊
部

会
発

表
会

が
、

東
御

市
文

化
会

館
サ

ン
テ

ラ
ス

ホ
ー

ル
に

て
開

催
さ

れ
ま

し
た

。
新

型
コ

ロ
ナ

の
位

置
付

け
が

変
わ

り
、

待
ち

に
待

っ
た

舞
踊

発
表

会
が

無
事

に
開

催
で

き
ま

し
た

。
四

十
二

回
と

長
い

歴
史

を
重

ね
な

が
ら

も
段

々
と

小
規

模
に

な
り

つ
つ

有
る

の
が

実
状

で
す

が
、

今
回

は
特

に
会

員
が

皆
で

心
を

一
つ

に
し

頑
張

っ
た

結
果

、
お

客
様

も
大

勢
集

ま
っ

て
頂

き
成

功
裏

に
終

わ
る

事
が

出
来

ま
し

た
。

そ
し

て
、

次
の

会
に

向
け

稽
古

に
励

ん
で

い
る

今
日

こ
の

頃
で

す
。

さ
て

、
昨

年
度

ま
で

、
長

い
間

御
尽

力
頂

い
た

舞
踊

部
会

長
が

退
か

れ
、

私
が

会
長

を
引

き
継

ぐ
事

に
な

り
ま

し
た

。
今

ま
で

あ
ま

り
に

も
前

会
長

や
事

務
局

に
頼

り
続

け
て

来
た

事
を

改
め

て
反

省
し

、
こ

れ
か

ら
は

会
員

で
話

し
合

い
を

重
ね

、
よ

り
良

い
部

会
に

し
よ

う
と

心
新

た
に

し
て

い
る

所
で

す
。

ま
た

、
今

ま
で

は
部

会
単

位
の

行
動

が
主

で
し

た
が

、
文

化
協

会
全

体
の

事
に

も
心

を
向

け
、

他
の

部
会

の
皆

様
と

の
相

互
の

理
解

交
流

も
し

て
行

く
事

も
私

の
仕

事
の

一
つ

と
し

て
、

頑
張

っ
て

行
き

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

舞
踊

部
会

長
山

浦
（

東
扇

会
）



第
回

書
道

部
会

  
会

員
展

開
催

20

24

第
回

み
ま

き
       絵

画
会

展
 

開
催

令
和
６
年
３
月
８
日
か
ら

日
の
３
日
間
、
第

回
書

道
部
会
会
員
展
が
東
御
市
文

化
会
館
展
示
室
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

現
存
す
る
最
古
の
文
字
は

紀
元
前
一
三
〇
〇
年
頃
の
甲

骨
文
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

以
後
人
々
は
そ
の
時
代
に
合

っ
た
文
字
を
作
り
出
し
て
き

ま
し
た
。

会
員
展
に
は
そ
の
変
遷
の

ま
ま
に
、
篆
、
隷
、
楷
、

行
、
草
書
そ
し
て
仮
名
、
更

に
仮
名
と
漢
字
が
混
じ
っ
た

調
和
体
、
俳
画
等
、
会
員
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
し
た

四
五
作
品
が
展
示
さ
れ
、
多

く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま

し
た
。
書
道
部
会

栗
原

（
春
園
会
）

み
ま
き
絵
画
会
は
松
本

冬
美
先
生
に
ご
指
導
い
た

だ
き
、
月
２
回
静
物
、
人

物
、
風
景
な
ど
を
油
彩
、

ア
ク
リ
ル
、
水
彩
、
色
鉛

筆
等
で
描
い
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
２
月

日
か

ら
３
月

日
ま
で
梅
野
記

念
絵
画
館
・
ふ
れ
あ
い
館

に
て
、
第

回
み
ま
き
絵

画
会
展
を
開
催
し
、
六
七

四
名
の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ミ

ニ
文
化
フ
ェ
ス
や
北
御
牧

公
民
館
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
の
展
覧
会
へ
の
出
展

な
ど
積
極
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
６
月
に
は
、
親

睦
を
図
る
為
に
、
志
賀
高

原
へ
一
泊
の
ス
ケ
ッ
チ
旅

行
を
開
催
す
る
な
ど
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
絵
画
部
会

上
原

（
み
ま
き
絵
画
会
）

文
化
協
会
長
赤
堀

令
和
６
年
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
東
御
市
文
化

会
館
に
て
、
ミ
ニ
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
絵
画
部
会
４
グ
ル
ー
プ
、
華

道
部
会
３
グ
ル
ー
プ
、
工
芸
部
会
１
グ
ル
ー
プ
、
短

詩
型
文
学
部
会
２
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
か
ら
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
や
管
理
の
利
便
性
を

考
え
て
、
文
化
展
の
会
場
を
中
央
公
民
館
か
ら
文
化

会
館
の
ロ
ビ
ー
と
展
示
室
に
変
更
し
ま
し
た
。
各
グ

ル
ー
プ
で
展
示
し
て
い
た
だ
い
た
作
品
の
会
場
で
、

来
場
者
に
応
待
し
た
り
、
作
者
と
作
品
を
鑑
賞
し
て

い
る
と
、
と
て
も
静
か
で
落
ち
着
く
雰
囲
気
が
あ
る

こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
迫
っ
て
く
る
わ
け
で
も

な
く
、
か
と
い
っ
て
見
落
と
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。

毎
日
様
子
を
見
に
来
て
い
た
だ
い
た
り
、
細
や
か
に

作
品
の
手
直
し
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
ス
タ
ー
ト

の
良
い
文
化
展
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
ミ
ニ
文
化
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
急
な
開
催
で
準
備
期
間
が
あ
ま

り
無
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
方
の
ご
協
力
を

得
て
、
絵
画
部
会
４
グ
ル
ー
プ
点
も
の
作
品
を

展
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
絵
画
部
会
も
活

コ
ロ
ナ
禍
で
文
化
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
思
う
よ

う
に
開
催
さ
れ
ず
、
文
化
協
会
発
足
五
十
周
年
の

昨
年
も
例
年
の
秋
か
ら
今
年
の
春
３
月
に
変
更
と

な
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
グ
ル
ー
プ
が
少
な

く
ち
ょ
っ
と
残
念
で
は
あ
り
ま
し
た
。
会
場
も
文

化
会
館
で
初
め
て
で
し
た
。
参
加
グ
ル
ー
プ
が
少

な
い
分
、
沢
山
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
い
た
だ
け
た

動
す
る
会
員
が
減
る
一

方
で
す
が
、
現
在
の
各

会
員
の
活
動
の
成
果
を

広
く
皆
様
に
見
て
い
た

だ
く
事
が
で
き
た
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
絵
を
描
く
こ
と
に

よ
り
、
生
活
に
少
し
で

も
潤
い
を
も
た
ら
し
、

彩
を
加
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。
絵
画
部
会
安
保

（
彩
明
会
）

の
で
、
例
年
よ
り
多
く

の
作
品
を
展
示
し
ま
し

た
。
新
聞
社
の
取
材
も

あ
り
記
事
に
も
載
せ
て

い
た
だ
い
た
の
で
、
よ

り
多
く
の
方
に
来
て
い

た
だ
け
た
か
な
と
思
い

ま
す
。
今
年
は
、
よ
り

盛
大
な
文
化
祭
が
出
来

る
と
良
い
と
思
い
ま

す
。
工
芸
部
会
青
木

（
籐
青
会
）

11

20

24

32

24
10



ダ
ン

ス
部

会
フ

ラ
 ウ

ォ
ー

ル
ナ

ッ
ツ

-次回開催-

１

62
3
7
0
0

-

東御市文化協会
  ホームページ

「
せ

せ
ら

ぎ
」

は
年

２
回

の
発

行
で

す
。

引
き

続
き

記
事

や
取

材
に

ご
協

力
下

さ
い

。
発

表
会

等
の

イ
ベ

ン
ト

情
報

を
事

務
局

ま
で

お
寄

せ
下

さ
い

。
部

会
発

表
に

は
助

成
金

の
支

給
が

あ
り

ま
す

。
本

号
よ

り
、

グ
ル

ー
プ

長
様

を
通

じ
て

の
お

届
け

と
な

り
ま

す
。

ま
た

、
中

央
公

民
館

・
各

地
区

公
民

館
等

に
も

置
か

せ
て

頂
き

ま
す

。
文

化
協

会
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
は

、
「

せ
せ

ら
ぎ

」
が

ス
マ

ー
ト

ホ
ン

な
ど

で
も

閲
覧

で
き

ま
す

。
「

せ
せ

ら
ぎ

」
を

よ
ろ

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。広
報

委
員

小
池

27

10

62
3
6
5
8

-

3

11

20

☎
090-4529-2647

16

11

62
3
6
5
8

-23

11

64

５
８
８
５

-

（
中

央
公

民
館

内
）

実
行

委
員

会
事

務
局

24

11

62
2
9
1
9

-

８

12

55

７
７
０
０

-

10

15

1210

５
時
ま
で

62
0
1
2
4

-
26

1

62
2
9
1
9

-

☎
090-4095-3348 

28

30

3

邦楽部会

茶道部会

陶芸部会

絵
 画

 部
 会

東
御

美
術

会
、

み
ま

き
絵

画
会

、
彩

明
会

、
水

仙
の

会
書

 道
 部

 会
加

沢
書

道
ク

ラ
ブ

、
春

園
会

陶
 芸

 部
 会

土
呂

〜
美

工
 芸

 部
 会

和
紙

・
ち

ぎ
り

絵
華

 道
 部

 会
小

原
流

邦
 楽

 部
 会

和
華

鼓
会

舞
 踊

 部
 会

信
扇

会
音

 楽
 部

 会
青

い
く

る
み

 特
別

編
成

 マ
ス

カ
ッ

ト
茶

 道
 部

 会
花

水
木

の
会

、
玉

椿
会


